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ごあいさつ

　対州馬は日本在来８馬種のひとつに数えられ、古より対馬の暮らしを支えた「対馬の

宝」です。昭和30年代までは農業や物流において大いに活躍しましたが、機械化の進展

や自動車の登場によってその役目を終え、現在では対馬市内に50頭程度を残すばかり

です。

　この「対馬の宝」は未来永劫存続させる必要があります。そのため、対馬市では数十年

にわたり保存活動に取り組んで参りましたが、市内外の皆様に一層興味を深めていた

だきたく、このたび対州馬保存会と共同で本企画展「対州馬展」を開催することにいた

しました。

　「対州馬展」では、馬にまつわる対馬の歴史から対州馬を活用する最近の取り組みま

で、様々な角度から対州馬についてお伝えいたします。「対州馬展」が皆様の理解を深め

る一助になればと願っております。

　どうぞお楽しみください。 令和５年８月吉日

対馬市長　比田勝　尚喜

　対州馬保存会は、その前身となる対州馬振興会から数えると、設立から50周年を迎えま

す。この節目に、対州馬展」が開催できることは、対州馬の未来を考える上で、重要な起点の

年になると考えています。

　本企画展で対州馬や歴史について学ばれたら、是非、あそうベイパークや目保呂ダム馬

事公園の可愛い対州馬と触れ合ってみて下さい。フレンドリーな馬たちと過ごす時間は、

きっと、「この夏の特別な思い出」になることでしょう。

令和５年８月吉日

　　　　　　　　　　　　　　　対州馬保存会長（上対馬振興部長）　原田　勝彦

　今回の展示は、島外の対州馬がいる動物園のある地域（宮城県

仙台市）との交流を企画したときに、対州馬以外の共通点を調べ

たことがきっかけでした。

　興味深いことに、対馬藩主であった宗義成・義智親子は、朝鮮出

兵時に対馬に来ていた仙台藩主の伊達政宗公と交流があり、宗

家からは高麗鷹が、伊達家からは馬が贈答された記録や、対馬藩

が絶体絶命の危機を迎えた柳川一件では、政宗公が義智公に味

方したという記述も残されていました。

　対州馬をきっかけにこれだけの深掘りができたことに驚き、「対

馬の馬たちと対馬の歴史について掘り起こしたら面白いので

は？！」と考え、歴史に詳しい対馬市内外の皆さんの助けをお借り

して、本プロジェクトはスタートしました。

　対州馬をキーワードに、生き物としての馬の説明や、対馬と馬の

歴史、昭和期の対州馬、現代の対州馬の遺伝子研究や取り組み

等、広範囲におよぶ「対州馬から広がる世界」をまとめました。

　皆さまが興味を持つ部分はお一人お一人、それぞれ異なると思

いますので、無理をせず、ご興味のある部分を「面白い！」と思って

いただけましたらとても嬉しく思います。

　そして、長い長い対馬と馬の歴史を知った後は、対州馬に跨っ

て「対州馬のご先祖の時代から、ずっとこの土地にいたんだな」と

歴史ロマンを感じてください。

　もっと深掘りしたくなったそこのアナタは、未来の「新・対州馬

展」を一緒につくりましょう。

　最後になりますが、こちらには書ききれないほど本当に多くの方

のサポートにより本企画は実現しました。この場をお借りして御礼

申し上げます。

開 催 趣 旨
～歴史の海を対州馬とおよぐ～
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第2部　対州馬の歴史
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　ウマの目は頭蓋骨の側面に位置しており、357°という広い視
界を有し、死角は３°のみです。
　この広い視界のおかげで、馬は捕食者の接近に瞬時に気づ
き、逃げ出すことができます。
　ウマは黄色と青色は見えますが、赤色系の識別はできません。

　大人のサラブレッドは雑草や茎の長い草など1日約11～13kg
食べます。個体差はありますが、普通酸味や苦味よりも甘味や塩
味を好みます。
　「馬の鼻先に人参をぶら下げる」ということわざがあります。対
州馬も普段与えている牧草よりニンジンの方がおいしいようで、
喜んで食べます。
　リンゴ等甘い果物も好む個体もいますが、食べなれていない
ものには口を付けない個体も多く、好みがあるようです。

◆ ウマの好物は？

　ウマは立ってまま休息することが多いですが、体を地面に横に
なって眠ることもあります。
　短い睡眠を何回かに分けて取り、１日で計3～5時間の睡眠を
とります。横になって眠るときはレム睡眠状態であり、声を出した
り、足を動かして走る動作をすることもあるため、夢を見ているの
ではないかと考えられています。

◆ ウマの睡眠

　サラブレッドの速さは時速60～70kmです。60Km/hと仮定す
ると100mを6秒で走る計算になります。100mをサラブレッドが世
界最速の人間と競争するとその差は約37mで、馬の圧勝です！！
　サラブレッドは時速60km以上の速度で800～3000mを走り
続けることができます。

◆ ウマの速さ

※100m走での世界最速記録である9秒58（時速37.58km）は時速37.6キロで
　計算しています。

◆ ウマの視界は？

両眼視野
65°

単眼視野
146°

単眼視野
146°

死角
 3°

▲ 馬の視野イメージ（上から）

人とウマの深い関係

◆ ウマってどんな動物？

ウマ属
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　家畜ウマの祖先は今から4200年前にロシア南部のボルガ・ドン地域にいた
ウマであり、ここから他地域へ広がっていったと言われています。
　自動車や機械が登場する前、人類は様々な目的でウマを利用していました。
ウマは迅速に物資や人を運べるため、交通手段として非常に重要でした。その
ため、古代から第2次世界大戦終戦頃まで、騎兵の乗馬や物資輸送の馬車馬
として活躍しました。
　農業でも欠かすことのできなかった存在であり、日本では明治時代から
1960年頃まで畑や水田の耕作に利用されました。日本ではほとんど見られな
くなりましたが、ヨーロッパ諸国では現在も農用馬を見ることができます。
　さらに、ウマは娯楽として多くの人 を々楽しませてきました。16世紀中頃に始
まった近代競馬は現在も人気ですが、古代ギリシャ人やローマ人は、数頭のウ
マに二輪車を引かせて競走する「戦車競走」を行っていました。
　また、芸術家からも親しまれてきた動物であり、アートのモチーフともして多く
使われています。
　一方で乳用、食用になるなど、人類とこれほど多面的な関わりのある家畜は
他にいません。

　ウマ、ロバ、シマウマは、蹄を1つだけ持つ
「奇蹄目ウマ科ウマ属」に分類されます。
　一見似ていますが、毛の生え方や性格な
どの特徴を見ていくと、色 な々違いが見えてき
ます。

◆ ウマ、ロバ、シマウマの違い

ウ　マ シマウマロ　バ

家畜化

たてがみ

染色体数 64本
（モウコノウマは66本）

グレビーシマウマ  46本
サバンナシマウマ  44本
ヤマシマウマ  32本

アジアノロバ  56本
アフリカノロバ  62本

しっぽ 長い毛の房 先端が房状 先端が房状

耳
短い

（竹を斜めに切ったような形） 長い
大きく丸い

（サバンナシマウマは他より短い）
　

長い 短く立っている 髪の毛のように立っている

野　生
（家畜化は困難）

紀元前4000年頃から
（諸説ある）

紀元前4000年頃から
（ウマより古いともいわれる）

性　格 従順だが、時に頑固で強情大人しく優しいが臆病で敏感 気性が非常に荒くて警戒心が強い

足の速さ サラブレッドで60～70km/h 約30km/h 100mダッシュなら約65km/h

グレビーシマウマ　140～150 cm
サバンナシマウマ　100～130 cm
ヤマシマウマ  120～130 cm

体　高
約70～210 cm

（最小はファラベラ、最大はシャイヤー種） 90～150cm

き甲

体高体高

▲馬の測り方

き ていもく

　馬力という単位は、蒸気機関を通してイギリスの産業革命に貢
献したスコットランド人のジェームズ・ワットが蒸気機関の性能を
示すために、馬と比較する方法として考え出しました。
　フランスのメートル馬力では約75kgの物体を1秒間に1m持ち
上げる力が1馬力で、735Wの仕事率に換算されます。

◆ 馬力って何？

※馬力の算出方法にはヤード・ポンドによる方法やトルクや回転数などから算出する
　方法などもあります。

第１部 日本在来馬の対州馬

◆ 対州馬の馬糞◆ 対州馬のごはん

① 牧　草 馬の主食。対州馬は1日7～
10kg食べます。

② フスマ 元気の出るご飯。水に混ぜて
与える。便通が良くなること
がある。

③ アッペン麦

④ ペレット

元気の出るご飯。食べすぎる
と仙痛（お腹が痛くなること）
になるため、注意が必要です。

穀類をすりつぶしたものを固
めたもの。

トピックス

ロバやシマウマとは近縁種

馬何頭分の働きするかを科学的に伝える

サラブレッドと100m競争したら？

ウマの視界は357°ウマはニンジン好きか ?

ウマは夢をみるか ?

馬
と
は

馬
と
は

対州馬は1日約10kgの糞をします。
匂いはあまりありません。

①①

②②

③③
④④

目保呂ダム馬事公園採取
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日本在来馬とは

日本在来馬の分布図

奄美大島

中之島

鹿児島

種子島

宮古島
与那国島

石垣島

沖縄島

対馬

都井岬

今治
対馬

北海道

木曽地域

鹿児島 都井岬

今治

木曽地域

8種

参考資料：公益財団法人 日本馬事協会HP

馬 種 名

北海道和種馬

木曾馬

野間馬

対州馬

御崎馬

トカラ馬

宮古馬

与那国馬

保存会発足年

1976(昭和51)年

1969（昭和44）年

1978（昭和53）年

1972（昭和４７）年

1968（昭和４３）年

1973（昭和４８）年

1980（昭和５５）年

1975（昭和５０）年

文化財指定状況

北海道文化遺産

長野県天然記念物

今治市天然記念物

対馬市天然記念物

国指定天然記念物

鹿児島県天然記念物

沖縄県天然記念物

与那国町天然記念物

日本在来馬の文化財等への指定
『日本在来馬の現状と登録管理』公益社団法人 日本馬事協会 山下 大輔

野間馬
のまうま

対州馬
たいしゅうば

御崎馬
みさきうま

北海道和種馬
写真提供：帯広畜産大学 南保泰雄 教授

トカラ馬

宮古馬
みやこうま

写真提供：ヨナグニウマ保護活用協会
与那国馬
よなぐにうま

木曽馬
写真提供：木曽馬保存会
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トカラ馬
与那国馬

北海道和種馬

（頭）

（年度）

北海道和種馬
木曽馬
野間馬
対州馬
御崎馬
トカラ馬
宮古馬
与那国馬

北海道
和種馬

（北海道）

木曽馬
（北海県）

野間馬
（愛媛県）

対州馬
（長崎県）

トカラ馬
（鹿児島県）

御崎馬
（宮崎県）

与那国馬
（沖縄県）

宮古馬
（沖縄県）

1965（昭和40）
1970（昭和45）
1975（昭和50）
1980（昭和55）
1985（昭和60）
1986（昭和61）
1987（昭和62）
1988（昭和63）
1989（平成1）
1990（平成2）
1991（平成3）
1992（平成4）
1993（平成5）
1994（平成6）
1995（平成7）
1996（平成8）
1997（平成9）
1998（平成10）
1999（平成11）
2000（平成12）
2001（平成13）
2002（平成14）
2003（平成15）
2004（平成16）
2005（平成17）
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2007（平成19）
2008（平成20）
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2019（令和1）
2020（令和2）
2021（令和3）

̶
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1,337
1,307
1,666
1,545
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2,083
2,245
2,561
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2,665
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2,614
2,693
2,419
2,408
2,174
1,950
1,857
1,790
1,722
1,673
1,471
1,468
1,248
1,254
1,223
1,198
1,148
1,345
1,244
1,226
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2,056
1,952
2,147
2,506
2,701
3,065
3,450
3,203
3,361
3,466
3,157
3,201
2,895
2,892
2,677
2,510
2,455
2,400
2,301
2,294
2,087
2,070
1,851
1,860
1,833
1,823
1,784
1,956
1,867
1,817
1,817
1,749
1,708
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32
29
28
31
34
38
39
40
40
39
39
41

馬 種
年 度

計

◆ 日本在来馬の飼育頭数の推移表

資料：各保存団体報告値
 ◆ 日本在来馬の飼育頭数の推移グラフ

日本在来馬の飼育頭数の推移

　1900年頃に“軍用馬生産”を目的に、ヨーロッパ品種との交配が義務付けられ、日本在
来馬は激減してしまいました。
　さらに、1960年代には自動車や機械の普及により、運搬業・農林業に使われていた在
来馬もその役割を失い、飼育や繁殖が困難になってしまいました。現在は北海道和種馬
を除き、わずかな頭数を維持する状態が続いています。

1,571頭

野間馬、宮古馬、対州馬の割合は
在来馬の中でも特に少ない。

5555

北海道和種馬
64.6％

3.0％

5.7％

3.1％
7.5％

野間馬

御崎馬

5.0％
トカラ馬

宮古馬
与那国馬

8.5％
木曽馬

2.6％
対州馬

▲ 日本在来馬の割合  2021（令和3）年度

2021年

野間馬

宮古馬

対州馬

木曽馬

御崎馬

　日本在来馬とは、ヨーロッパ品種と掛け合わされることがほとんど無かった
日本固有の馬であり、現在8種類が認められています。
　1900年代以前は全国各地に在来馬がいましたが、現在その総数は1,600
頭程度しか残っていません。

8地域に残る日本固有の馬 現在の総頭数は1,571 頭

日
本
在
来
馬
と
は

日
本
在
来
馬
と
は

キーワード キーワード

北海道
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　明治30年の『徴発一覧物件表』によれば、対馬の馬の総頭
数は3,284匹です。それに対して75kmほど離れた壱岐島では
わずか7匹と記載されています。
　壱岐でも1720（享保5）年に417頭の馬が飼われていたという
記録がありますが、当時牛は馬の18倍弱にあたる7,770頭も飼
育されていたようです。昭和7年の壱岐島の市場家畜数調では
牛7,857頭に対して馬はわずか11頭でした。
　まだ道路整備が十分進んでいない昭和25年に対馬を調査
で訪れた民俗学者の宮本常一は、著書『忘れられた日本人』の
なかで、調査中道に迷った際に馬の蹄の音が聞こえる音を頼り
に歩いたというエピソードを残しています。宮本は、「中世以前の
道はこうしたものだったであろう」と感想を述べています。
　対馬の人々にとって、険しい山道の移動や山の焼畑（木庭作）
での荷運び、木材や炭の運搬といった山仕事に欠かせない相
棒が対州馬でした。

浅茅湾にて、トラックと馬を運ぶ渡海船　昭和37年　提供：宮本常一記念館

対馬と対州馬

廐肥や下肥などを運びました。廐肥
は「フミゴエ」や「ウマヒ」とよばれて
いました。

木材や椎茸栽培用の“ほた木”も
運びました。

厳原まで炭や薪などを売り
に行き、日用品などを買い、
馬に乗せて帰りました。

● 炭売り

● 肥料の運搬

● 女性の騎乗

● 朝草刈り
飼料と廐肥のために山盛りの草
を背負って来るのが日課でした。

対馬の風物詩として絵葉書
や記念切手にも描かれてい
ます。

● 木材運び

対馬に欠かせなかった対州馬
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1965年に630万台だった国内の自動車保有台数は
2年後の1967年に1,000万台近くに激増し、
1970年になると1,650万に達する。

優良馬の島外流出による絶滅の恐れから
優良馬の確保と増殖を目的とした
対州馬振興会が設立される。

島外への流出と対州馬振興会の設立

1000

2000

3000

4000

5000

自動車の普及

◆ 対馬における馬数の変遷 （対州馬以外も含む）

第一次馬政計画（1906～35年）

半農半漁を支えた馬
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0
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28
7

17
1

75 75 79 30 25 32 38 39 45

（頭）

在来馬の大型化を図る「第一次馬政計画」（軍馬用生
産）によりヨーロッパ品種との交配が促進され、雑
種の割合は97％までに上昇し在来馬は激減する。

林業や農業を支える使役馬。
大正時代、対馬で農林業を営む各戸には2～3頭
の馬が飼育されていた。

希少品種になった対州馬

　1904（明治37）年に対馬にいた馬の頭数（対州馬以外も含む）は4,444頭でしたが、2005（平成17）年
には25頭にまで激減しました。
　対州馬が激減した原因として、大衆車の普及や農業の機械化により使役馬としての役割を失ったこ
とや、生産農家の高齢化などが考えられます。
　1972年に対州馬振興会（現在の対州馬保存会）が設立され、対馬市と合同で保存活動を続け、現在
では島内外で55頭に微増しています。
　対州馬のように頭数が少ない集団では、やむを得ず血縁関係のある個体同士で交配させる場合が
あります（近親交配）。近親交配が続くと、遺伝的多様性が低下し、弱い仔馬が生まれてしまうこと（近交
弱勢）があるため、繁殖する前になるべく血縁関係の少ない相手を選びます。
　対州馬では血統登録の誤りが重大な近親交配を招くことがあるため、DNA解析を用いて、親子判
定（父母子の登録情報が正しいか確認すること）を実施しています。

2022年

55頭

総馬数

生産数
※大正年間及び昭和初期の生産数は過少である。
　年間300～400頭の生産があったと考えられる。

現在はわずか島内45，島外 10頭

1970までは年次
1975以降は年度

対
馬
と
対
州
馬

対
馬
と
対
州
馬

キーワード

こ   ば さく
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120
~130cm

クライズデール
体高163～183cm
体重700~1000kg

競走用サラブレッド
体高160～162cm
平均体重470kg 

北海道和種馬
体高125～135cm
体重約350~400kg

対州馬
体高120～130 cm
体重約200～250kg

ファラベラ
体高70～80 cm
体重70～120kg

ヒ ト
体高170 cm

　日本在来馬の特徴の一つはヨーロッパ種よりも小型で、
体高110cmから140cmほどです。
　日本在来馬の中で最も小さい野間馬の体高約110cm~120cmに対し、
最も大きい北海道和種馬は約125cm~135cmあります。
対州馬の体高は120～130cmなので、日本在来馬の中で中間的な大きさです。

◆ 対州馬の大きさ

◆ 性 格 ◆ 蹄と歩き方

▲側対歩の歩法

rawpixel.comファラベラ 対州馬 サラブレッド クライズデール

女性が対州馬と働いている写真が多く残っています

対州馬に乗る子供

提供：こどもの国

 ※ 馬銜とは馬の口にくわえさせて手綱とつなぎ、馬をコントロールするための馬具のひとつです。

前と前 後と後

対州馬の特徴

対州馬の大きさが分かる展示

1978年2月19日美津島町大船越の対州馬　撮影・提供：仁位孝雄氏

対馬の地形に最適穏やかで人懐こい

対
州
馬
の
特
徴

対
州
馬
の
特
徴

キーワード

　対州馬は男性だけでなく女性や子供も世話をし、農作業や
運搬などを行う場合もありました。
　また、馬銜を使わず、頭絡と一本手綱で制御していたのも特
徴のひとつでした。

は み

　対州馬の硬くて小さな
蹄は対馬の険しい山道に
適しています。
　また、日本在来馬に
見られる「側対歩」という
歩き方ができたと言われています。
側対歩の馬は同側前後の肢を同時に動かし、
斜対歩（反対側前後の肢を同時に動かす）
よりも上下の揺れが少ないため、
荷物を積んだ険しい山道での
運搬に向いていたのかもしれません。
　現代の対州馬には側対歩は見られず、遺伝子解析の結果
からも難しいのではないかと考えられます。

ひづめ
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用事で出かける時も馬を使う 普段使いは調教の一貫だった

材木を運ぶ

昭和53年の風景

材木を運ぶ

対馬における馬の仕事 〈昭和〉

　全島の約87％を森林に占められる対馬では、かつて、薪炭の生産が盛んでした。
炭焼きにおいて、対州馬は生木の運搬や木炭の運搬に欠かせない存在でした。
130～150kgの荷物を運べたそうです。
　そのほか、一部の集落では肥料や作物の運搬や畑の耕作（馬耕）だけでなく、
人の送迎や婚礼時のタンスや長持の運搬にも利用されていました。
　対州馬は女性が仕事のパートナーとすることも多く、いきいきと馬と一緒に働く
女性の写真が数多く残っています。

写真：1978年2月19日美津島町大船越の対州馬
撮影・提供：仁位孝雄氏

1970年代頃　 提供：大江正康氏

1970年代頃　 提供：大江正康氏

1978年3月4日佐護湊　撮影・提供：仁位孝雄氏

1970年代頃　 提供：大江正康氏

1970年代頃　 提供：大江正康氏

力持ちで働き者

対
馬
に
お
け
る
馬
の
仕
事
（
昭
和
）

対
馬
に
お
け
る
馬
の
仕
事
（
昭
和
）

キーワード

130
~150Kg
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カラー
耕鞍

手綱

棃
力綱

腹帯ハミ

肥料を運ぶ 肥料を運ぶ

水田の耕作

麦の収穫

1970年代頃　 提供：大江正康氏

 1970年代頃　 提供：大江正康氏

日/1ha

馬 牛
　家畜の力を使った田畑の耕作方法を犂耕といい、我が国で犂耕に使われてい
た家畜は牛と馬です。
　対州馬は運搬だけでなく犂耕にも利用されていました。「ウマの作業能率は人
の5～10倍といわれており、1haの土地を耕起するのに牛耕で5日、馬耕で3日」と
されるので、牛よりも馬の方が効率的ですが、馬は歩くスピードが早いため、技術
が必要だったようです。

少年が馬を曳き、大人が棃で耕す風景
1970年代頃　 提供：大江正康氏

馬鍬

① 荷鞍（競馬用鞍）

馬耕の装備イメージ

対馬教育委員会文化財課　所蔵

対馬教育委員会文化財課　所蔵

1970年代頃　 提供：大江正康氏

1978年5月21日椎根　撮影・提供：仁位孝雄氏

馬で耕す
牛か馬か？

構造は運搬時に用いられた鞍と同様であ
るが、競馬を行うときに使用されたものと
伝えられている。
　目保呂ダム馬事公園のある瀬田地区で
は子供の成長を願う初午祭において、「馬
飛ばせ」という対州馬のレースが行われて
おり、「馬飛ばせ」で使用された鞍なのかも
しれない。

対
馬
に
お
け
る
馬
の
仕
事
（
昭
和
）

対
馬
に
お
け
る
馬
の
仕
事
（
昭
和
）

①① ②②
③③

③ 棃
田畑を耕作するための農具。農業用車が開発される前は、牛や馬が
犂や馬鍬をけん引し、農業を支えていた。
犂は形状から数タイプに分類されるが、対馬で使われていたものは
持立犂と呼ばれる。

／昭和期

／昭和期

② きんま
他地域ではドッコイとよばれることがある。鞍と犂を接続する棒状
の農具。

／昭和期

キーワード

3or5

 1980年代頃  提供:大江正康氏

り こう

◆ 馬鍬と棃
　対馬では馬鍬（「まんが」とも）や犂を馬に牽引させ
て畑や田の耕起をしていました。
　馬鍬は、土を細かく砕き、ならし（代掻き）を行う農
具です。一方、棃は土を深く耕すことができるため、
昭和期の人々はこの２つを状況に応じて使い分け
ていました。
　馬鍬や犂は現在使われておらず、農耕作業用自
動車の利用が一般的です。

ま ぐわ すき

もったてすき
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日本在来馬の遺伝資源の保存

　ジーンバンクは「遺伝子バンク」や「シード（種）バンク」とも呼ばれ、（農研機構）遺伝資源
センターが中心となり、在来穀物（米、麦など）や在来家畜などについて、保存・調査を行
い、必要時に活用できるよう準備しています。

◆ 家畜改良センター十勝牧場とは？
　北海道の道東・音更町にある国内で唯一、馬の改良を
手がける牧場です。
　主に重種馬（ブルトン種・ペルシュロン種）の優秀な雄馬や
雌馬を全国の馬農家へ提供しています。この技術を活かし
て日本在来馬の保存の仕事も行っています。

▲体重が１トンになる重種馬の雄馬　（左：ブルトン種、右：ペルシュロン種）

◆ 十勝牧場の在来馬に対する取り組み
　十勝牧場では、日本在来馬（７馬種）の生体保存や凍結精液
の収集を行っています。
　また、十勝牧場で産まれた馬や、収集した凍結精液を、現地
へ戻すこともあります。

北海道和種（H4～)
生体0頭

凍結精液547本

木曽馬（H2～)
生体２頭　

凍結精液1060本

野間馬（H29～)
生体0頭

凍結精液375本

対州馬（H1～)
生体１頭

凍結精液203本

トカラ馬（H3～)
生体２頭

凍結精液837本

宮古馬（H8～)
生体3頭　

凍結精液1050本

与那国馬（H23～)
生体１頭　

凍結精液205本

生体の保存

収集・調査 配 布

 十勝牧場にいる雄馬から精液を採取し、凍結
させ保管しています。
 また、対馬の雄馬からも２度、精液採取・凍結
させ十勝牧場で保管をしています。現在、４頭
の雄馬の凍結精液を保管しています。

～凍結精液のメリット～
凍結精液は、液体窒素（－196℃）の中で半永久
的に保管が出来ます。もし雄馬が死んでしまっ
ても、凍結精液を保管しておくと、将来的（数十
年後…）にその凍結精液を使って子孫を残すこ
とが可能になります。

対州馬の保存活動・・・生体の保存 凍結精液の保存
これまでに4頭（雄馬１頭、雌馬３頭）が対馬から十勝牧場へ来ています。
その馬たちから産まれた子孫４頭が対馬へ戻っています。現在は、夢花
（12才雌馬）が十勝牧場にいます。

▲すっかり雪国にも慣れた夢花▲青 ▲夢花

▲専用のストローで凍結

▲保管専用の液体窒素タンク

馬 名 本 数
橘 52
安高 84
優平 30
里広 37

▲保管している凍結精液一覧

対馬から十勝牧場に来た馬たち

十勝牧場から対馬へ戻った馬たち

美輝♀

磨佐♀ 橘♂ 青♀ 夢花♀

神楽♀ 美麗♀美幸♀

▲対馬での精液採取（左）と、精液の検査（右）

十勝牧場ファミリー

音更町

青毛遺伝子には青と無がある
クリーム遺伝子には白と無がある

白くうすめる遺伝子

　現代の対州馬には、クリーム遺伝子の「白」を持つ馬がいないので、鹿毛、栗毛、青毛の３色になります。
　栗鹿伝子（MC1R遺伝子）、青毛遺伝子（ASIP遺伝子）、クリーム遺伝子（MATP遺伝子）の3つの組み合わ
せで、6色の毛色になります。北海道和種ではクリーム遺伝子の「白」を持つ馬がいるので、6色の毛色を見
ることができます（下図）。

3色
対州馬の毛色

▲ 『御牧馬幷ニ御預ケ馬帳』

◆ 対州馬の毛色、今昔

栗鹿遺伝子 青毛遺伝子 クリーム遺伝子

青毛

栗毛

鹿毛

青 無

青 無

無 無

すべての組合せ

栗 栗

栗の組合せ

鹿 鹿

鹿 栗

鹿の組合せ

OR

◆ 対州馬の毛色 ◆ 北海道和種馬の毛色

鹿の組合せ

栗の組合せ

すべての
組合せ

鹿 栗 鹿 栗青 無 青 無 白 無
佐目毛

河原毛

栗毛

栗鹿遺伝子

白

無無

無

白

無無

無

白白

青毛遺伝子

宗家文書　1714（正徳4）年

　このように、毛色に関する遺伝子のバリエーションが豊富であることを、「遺伝的多様性
がある」と言います。毛色だけでなく、様 な々遺伝子に多様性があることは、今後も健康な
対州馬が生まれるために必要です。DNA解析は、親子判定（父母子の登録情報が正しいか
確認すること）や対州馬の特徴調査、遺伝的多様性のモニターにも利用することができる、
非常に重要なツールです。

◆ DNA解析の重要性
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対州馬の毛色は3色

江戸時代には対馬にも白系の馬がいた記録がある

栗毛、鹿毛、青毛は2種類の遺伝子の組み合わせで
決定。
青毛の遺伝子は鹿毛、栗毛の遺伝子とは別の染色
体上にある。
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　現在の対州馬は、鹿毛、栗毛、青毛の3色です。明治期～昭和期にかけて
も同じ傾向でしたが、鹿毛の馬が最も多い現在と異なり、昭和期には青毛の
馬が多かったようです。
　1714（正徳４）年（江戸時代）の対馬藩の記録である『御牧馬幷ニ御預ケ馬
帳』（宗家文書）からは、対馬藩の牧（牧場）で飼われていた馬の様子が分かり
ます。この記録には牧で飼われていた馬の頭数や毛色、斑の有無などが記さ
れており、母馬・仔馬の毛色についても記録されています。
　これによると、当時の対馬には、鹿毛・栗毛・青毛以外にも、河原毛・月毛な
どがおり、白くなる遺伝子を持つ馬がいたことが分かりました。そのほか、駮毛
と呼ばれる、２色の毛色を持つ馬も記録されています。
　江戸時代は農民も馬を飼っており、主に運搬に使われていました。『御牧馬
幷ニ御預ケ馬帳』には、村の牧に預けられた藩所有の馬についても記録され
ています。
　現在の対州馬は村で使われていた運搬用の馬（駄馬）の末裔だと考えられ
るため、藩の馬だけでなく、村の馬についての調査を行うと、対州馬のご先祖
の毛色も知ることができるかもしれません。
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